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節目を活かして頑張ろう（第一学期の終業式より）

校長 眞々田 透

教育目標
・よく考える人になろう

進んで行動する人になろう

責任感の強い人になろう

・豊かな心をもった人になろう

校歌を歌うのは、みんなが活躍した体育祭以来ですが、終業式でみんなの校歌を聴いていると、

ひとつの節目を感じます。

今日第一学期の終業式を迎えました。みなさんは、１学期に授業をはじめ体育祭・修学旅行、

校外学習行事、委員会、部活動で大きな力を示すことができました。３年生は、今まで学校の中

心としてがんばってきました。体育祭での最上級生としての姿はとても立派でした。２年生は学

校の中心としての力が少しずつ付いてきました。夏の苦しい練習をはじめいろいろな場面で力を

培い、充実した学校生活を築く力が付いてきました。１年生もだいぶ中学校生活に慣れ、中学生

らしくなってきました。これからが頑張り時です。

第一学期が終了しますが、４月の初めに決意した自分の目標はどこまで達成できたでしょう

か。じっくり考えてみてください。『結果だけでなく、どういう努力をしてきたか』ということ

を振り返えって欲しいと思います。そして、私が一番話したいことは、第一学期の終了から第二

学期の始まり、この節目にしっかり振り返って反省し、気持ちをきちんと切り替え、目標をしっ

かり立てるということです。日本では節目を大切にしてきていますが、丁度１年間の中間地点に

なります。３年生にとっては、卒業後の進路決定に向けて最終コーナーに入ります。やるときは

やる。集中して、最後の最後まであきらめずに頑張って欲しいです。２年生は、中学校３年間の

真ん中で、ますます力を試される。大いにチャレンジして、力を付けて欲しいです。１年生にと

っては、６分の１が経過、中学生らしくではなく、大泉第二中学校の生徒の一員として気持ちを

新たに、気持ちを切り替えて、基本的な力を付けて欲しいです。

その手がかりのひとつがこれから渡される通知表です。先生方がみんなの成長を願い、いろい

ろな角度から一人一人を見て書いています。「こういう点はよくがんばりました。こういう点は

すばらしかった。でもこうするともっとよくなります。このへんはがんばろう」と、みんなの良

いところを見ています。また、足りないところもあると思いますが、ぜひこれからの自分の目標

を立てる上で活かしてください。

通知表というと、いわゆる評定５４３２１に目がいきますが、観点のＡＢＣをよく見てくださ

い。意欲関心態度・思考判断・技能表現・知識理解と４つの観点がありますが、意欲関心態度の

ところがＣだったら、授業中の態度はどうだったか、忘れ物が多くなかったか、とかが考えられ

ます。知識理解のところがＣだったら、定期テストや小テストなどで点がとれていなかった、授

業内容がわかっていない、十分身に付いていないということが考えられます。

「何が足りないのか、どこがよかったのか」よく見て、これから自分は具体的にどうすればい

いのか、考えてください。そして、わからないときは教科の先生に聞いてください。

今日で、１年の前半が終わりになりますが、実りの秋を迎え、みんなの活躍を楽しみにしてい

ます。文化発表会・マラソン大会などがありますし、学習面でも大いに力を付けてもらいたいと

思います。



本校では生徒の「確かな学力」の定着と伸長を図るために、東京都教育委員会と練馬区教育委員会の学

力調査結果を分析するとともに、日常の学習状況を踏まえて「授業改善推進プラン」を作成しています。

＜平成２３年度＞ 学力向上を図るための全体計画

＜都教育委員会目標＞

子どもたちが、知性、感性、道

徳心や体力をはぐくみ、人間性豊

かに成長することを願う。

＜区教育委員会目標＞

人間尊重の精神を基調とし、学

校教育と社会教育との緊密な連

携のもとに、心身共に健康で知性

と感性に富み、人間性豊かな子ど

もの育成を図ります。

学校の教育目標
人間尊重の精神と国際社会人として

の資質・能力を身に付け、人間味に溢

れ、自ら考え、判断し、行動できる

「人」づくりの達成を期するために、

教育活動のすべての場で、教育目標の

具現化を目指す。

・よく考える人になろう

・進んで行動する人になろう

・責任感の強い人になろう

・豊かな心をもった人になろう

＜保護者の願い＞

・基礎学力を身に付けてほしい

・感謝と思いやりの心をもつ人に

育ってほしい。

＜教師の願い＞

自己理解を深め、自ら判断し行

動できる人に育ってほしい。

＜地域の実態＞

学校への関心や期待が高く協

力的である。

各教科の指導の重点 本校における「確かな学力」 道徳の指導の重点

○個に応じた指導の充実に取り

組み、より一層基礎的・基本

的な内容の定着を図ります。

○社会の変化に主体的に対応で

きるように、体験的な学習や

課題解決能力の育成を目指し

ます。

○望ましい人間関係を築き、個性

を伸ばし、充実した生き方を求

める力を養います。

○道徳的な心情や判断力、実践力

の育成を図ります。

特別活動の指導の重点 総合的な学習の時間

○望ましい集団の形成を図りま

す。

○個性の伸長を図るとともに自

己実現を目指す力を育成しま

す。

○自主的、実践的な態度を培い

ます。

学習指導要領の改訂に伴い、教育理念

である「生きる力」をはぐくむための、

知識・技能の習得と思考力・判断力・表

現力の育成を重視し、言語活動の充実や

健やかな体の育成を図り、調和のとれた

生徒の育成を目指します。

＜授業改善への取り組み＞
①基礎的・基本的な知識・技能の定着を

図ります。

②体験活動を重視した学習や課題解決学

習を積極的に進め、社会性を伸ばし、

課題解決能力の育成を図ります。

③学習意欲を高め、家庭と連携を図りな

がら学習習慣を身に付けます。

④評価規準に基づいた適正な評価・評定

を行います。

（指導と評価の一体化を図る計画の作成）

○生徒一人一人の興味や関心に

応じた課題や生き方を考える

場の設定に努めます。

○自らの課題を主体的に見つけ

学び、解決しようとする態度の

育成を目指します。

生活指導の重点 進路指導の重点

○基本的な生活習慣の定着及び規律ある集団行

動を目指した指導を徹底します。これらの指導

を通して社会の一員としての自覚を育てます。

○他者を思いやり自然を愛する指導、ボランティ

ア活動への積極的な参加を促す指導を通して、

環境を保全する心や物を大切にする心を育て

ます。

○生徒一人一人が自分の個性や能力を知り、良さ

を伸ばしていけるように生徒の発達段階及び

個性に応じた適切な進路指導を行います。

○体験的な活動を積極的に取り入れることによ

って、望しい勤労観や職業観を身に付けさせる

とともに、生涯にわたって学び続ける姿勢を育

てます。

本校の授業改善に向けた取り組み

指導内容・指導方法の
工夫

教育課程編成上の
工夫

校内における研究や
研修の工夫

評価活動の工夫
家庭や地域社会との
連携の工夫

・わかる授業、個に応

じた指導への取組

・評価計画の研究

・言語活動を充実さ

せ、思考力、判断力、

表現力の育成

・授業改善推進プラ

ンの活用

・授業規律の確立

・朝読書の充実を図

り、読書を通して落ち

着いた学習態度の育

成

・授業時数の確保

・校内研究授業を実施

し、指導方法の研究

を深め、生徒の主体

的で意欲的な学習活

動の推進

・目標に準拠した評価

を適切に行なうとと

もに理解を深める研

修

・指導と評価の一体化

・基本的な生活習慣

の定着

・家庭学習の定着

・道徳授業地区公開

講座を通した心の教

育を推進

・長期休業中の学力

補充教室


